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研究成果の概要（和文）：慢性消耗性疾患である原虫病として、トキソプラズマ・ネオスポラ・クリプトスポリジウム
・バベシア・タイレリアおよびトリパノソーマの疫学調査をモンゴル国内で実施し、感染状況を明らかにした。また、
現地で継続活用可能な原虫病の簡易診断法の構築を目指し、Babesia bovisの遺伝子多型解析を行なった。さらにトリ
パノソーマ簡易診断用の免疫クロマトグラフィー試薬を作製した。また、媾疫に自然感染していた馬からのトリパノソ
ーマ虫体の分離・培養に成功した。

研究成果の概要（英文）：Epidemiological survey of chronic protozoan diseases including Toxoplasma, 
Neospora, Cryptosporidium, Babesia, Theileria, and Trypanosoma were conducted in Mongolia. 
Seroprevalences of Toxoplasma and Neospora were about 10% in cattle, 40-50% in sheep and goat, and 
negative in horse and camel. Infection rates of Babesia caballi and Theileria equi in horse were about 
50% and 20%, respectively. Tick with Babesia microti infection was about 30%. Genotyping of Babesia bovis 
was performed for developing molecular diagnostic tool. Immunochromatography was prepared for diagnosis 
of Trypanosoma infection. Isolation and in vitro culture of Trypanosoma equiperdum were successfully 
established.

研究分野：原虫病学

キーワード： モンゴル　トキソプラズマ　ネオスポラ　バベシア　タイレリア　トリパノソーマ
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１．研究開始当初の背景 

モンゴルでは全就労人口の 3 割以上が農

畜産業に従事し、その内の約８割が畜産業を

営んでいる。モンゴル国内で飼育されている

全家畜頭数は 3千万頭以上に及ぶが、モンゴ

ルにおける農畜産業総生産のＧＤＰ（約 58

億ドル、2010年）に占める割合は約16％（2010

年）と極めて低い。その理由には、ほとんど

の畜産農家が遊牧生活を営む零細経営で生

産性や収益が極めて低いことに加え、家畜の

慢性消耗性感染症が根強く蔓延しているこ

と、そして冬季にはモンゴル語で「ゾド」と

呼ばれる冷害（雪害）に見舞われることが上

げられる。その結果として、国内総家畜の

20％にもおよぶ家畜が大量死している。 

慢性消耗性疾患の筆頭に家畜原虫病があ

る。ピロプラズマ病やトリパノソーマ病は貧

血を、トキソプラズマ病やネオスポーラ病は

流産を、クリプトスポリジウム病は下痢を、

牛、馬、羊、山羊などに引き起こし、直接的

に感染動物の肥育率や生産性を低下させる

だけではなく、一部の感染動物は、消耗によ

り冬期のゾドを乗り切れないと考える。この

ような状況下において、モンゴル政府では畜

産業界の脆弱性を改善するべく、家畜感染症

のコントロールを国家振興の重点課題と位

置付け、その実現策を現在も模索している。

本提案研究では、家畜原虫病と冷害に焦点を

当てて、慢性消耗性原虫病疾患の蔓延がゾド

の被害を押し上げている科学的根拠を明ら

かにする。その実態を受けて、ゾドによる被

害の軽減に向けたモンゴル国固有の原虫病

対策の清浄化プログラムを考案する。 

また、モンゴルのような家畜原虫病高度汚染

国での包括的な野外疫学調査とそれに立脚

した原虫病対策確立の成果は、世界規模での

原虫病対策を策定する上で極めて有用かつ

具体的なモデルとなる。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、モンゴルにおける慢性消耗

性疾患である原虫病の感染状況を調査し家

畜の原虫病感染と冷害死との因果関係を明

らかにすることである。加えて、現地で継続

活用可能な原虫病の簡易診断法を構築し、現

地共同研究者とともに原虫病の清浄化プロ

グラムを考案することにより、人材育成と国

際貢献を図る。 

 

３．研究の方法 

（１）調査研究実施国・地域及び旅行経路 

調査実施国と拠点地域：モンゴル国内の家畜

放牧エリアでの聞き取り調査および家畜血

液および血清の採取。 

調査動物：飼育されている牛、馬、ヤク、羊、

山羊、ラクダの家畜動物、および牧野に存在

するダニおよびアブ。 

調査原虫：トキソプラズマ、ネオスポーラ、

ピロプラズマ（バベシア、タイレリア）、ト

リパノソーマ、クリプトスポリジウムの原虫 

旅行経路：帯広→成田→モンゴル（ウランバ

ートル）→成田→帯広、あるいは、帯広→千

歳→仁川→モンゴル（ウランバートル）→仁

川→千歳→帯広 

 

（２）研究体制・役割分担 

本研究課題は、トキソプラズマ／ネオスポー

ラ／クリプトスポリジウム（五十嵐）、タイ

レリア／バベシア（横山）、トリパノソーマ

（井上）を担当し、３人の共同研究体制で行

われた。 

さらに現地疫学調査の遂行には、モンゴル国

立農業大学・獣医学研究所の協力のもとに行

われ、獣医学研究所の持つ全国ネットワーク

を利用しながら、サンプル採取・回収を行な

った。 

 

４．研究成果 

（１）サンプルの採取 
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